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電流・磁界 名前

問1 検流計に接続したコイルの上側から、棒磁石のN極を近づけたところ、検流計の針が右側に振れました。次に、コイルに近づけた状態の棒磁石の
N極を、素早く上方に遠ざけたときの検流計の針の動きとして、適切な説明を選択してください。 （2025年 沖縄県公立入試 類似）

1. 針は右側に振れたあと、中央に戻
らず止まる

2. 針は振れずに中央（0の目盛り）
を指したままになる

3. 針は左側に振れる 4. 針は変わらず右側に振れる

問2 20Ω、10Ω、5Ωの3種類の抵抗器がある。これらのうち、2つの抵抗器を電源に接続して、磁界の中に置かれたコイルに電流を流す実験を行う。
電源の電圧を一定としたとき、コイルを最も大きく動かすための抵抗器の組み合わせと接続方法として正しいものはどれか。 （2023年 愛媛県公立入試

類似）

1. 20Ωと5Ωの抵抗器を直列につなぐ 2. 10Ωと5Ωの抵抗器を直列につなぐ 3. 10Ωと5Ωの抵抗器を並列につなぐ 4.
20Ωと10Ωの抵抗器を並列につなぐ

問3 LED（発光ダイオード）の明るさを比較したとき、明るさは一定の時間に消費される電気エネルギーの大きさに依存します。この明るさを決め
る指標となる「電力」の単位の読み方として正しいものを選びなさい。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. オーム 2. アンペア 3. ワット 4. ボルト

問4 電気器具が一定時間に使用する電気エネルギーの大きさを表す「消費電力」の定義と、その計算方法として正しいものはどれか。 （2022年

山梨県公立入試 類似）

1. 回路を流れる電流の勢いのことで
、電圧（V）を抵抗（Ω）で割って算
出する。

2. 電熱線から発生する熱量のことで
、抵抗（Ω）と時間の積で算出する
。

3. 消費した電気エネルギーの総量の
ことで、電力（W）と使用した時間
の積で算出する。

4. 電流が1秒間にする仕事のことで
、電圧（V）と電流（A）を掛け合わ
せて算出する。

問5 真空放電管（クルックス管）の両端にある電極に高い電圧をかけたとき、－（マイナス）の電気をもつ微小な粒子の流れが生じます。この粒子
の名称を答えなさい。 （2017年 佐賀県公立入試 類似）

1. 陽子 2. 中性子 3. 原子核 4. 電子

問6 電熱線を用いて水を温める実験において、電源電圧を変えずに、水の温度上昇をあえて小さくしたいと考えています。このとき、二つの電熱線
のつなぎ方と、それによって生じる現象の説明として正しいものはどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 電熱線を直列につなぐと、それぞ
れの電熱線に加わる電圧が電源電圧
と同じになるため、電力の消費が効
率化されて温度上昇が抑えられる。

2. 電熱線を並列につなぐと、電流の
通り道が枝分かれして合成抵抗が大
きくなるため、電流が流れにくくな
り、発生する熱量が抑えられる。

3. 電熱線を並列につなぐと、電流が
分散されて個々の電熱線の負担が減
るため、回路全体の合成抵抗が大き
くなり、温度上昇が抑えられる。

4. 電熱線を直列につなぐと、電流の
通り道が一つになり合成抵抗が大き
くなるため、電流が流れにくくなり
、発生する熱量が抑えられる。

問7 家庭用の電源タップに複数の電化製品を接続して使用する場合、それぞれの電化製品に加わる電圧と、電源タップの根本（回路全体）を流れる
電流の関係について正しく説明しているものはどれですか。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 電源の電圧が各器具に分割されて
加わり、全体の電流は各器具に流れ
る電流の合計となる。

2. 電源の電圧が各器具に分割されて
加わり、全体の電流はどの器具に流
れる電流とも等しくなる。

3. 各器具には電源と同じ大きさの電
圧が加わり、全体の電流はどの器具
に流れる電流とも等しくなる。

4. 各器具には電源と同じ大きさの電
圧が加わり、全体の電流は各器具に
流れる電流の合計となる。

問8 消費電力が140Wの液晶テレビを60分間、25Wのノートパソコンを190分間、1300Wのホットプレートを5分間使用したとき、それぞれの電気
器具が消費した電力量を大きい順に並べたものとして適切なものはどれか。 （2019年 山梨県公立入試 類似）

1. ホットプレート、ノートパソコン
、液晶テレビ

2. 液晶テレビ、ホットプレート、ノ
ートパソコン

3. ホットプレート、液晶テレビ、ノ
ートパソコン

4. 液晶テレビ、ノートパソコン、ホ
ットプレート

問9 ある電熱線に電流を流して発生する熱量を測定する際、電流を流す時間を3倍にし、かつ電熱線に流れる電流の大きさも3倍にした場合、発生す
る熱量は元の状態と比べて何倍になりますか。ただし、電熱線から発生する熱量は、電流の大きさと時間のそれぞれに比例するものとします。
（2016年 鳥取県公立入試 類似）

1. 3倍 2. 1倍（変わらない） 3. 6倍 4. 9倍

問10 導体に流れる電流の大きさは、その両端に加わる電圧の大きさに比例します。この物理法則の名称として適切なものを選びなさい。 （2023年

岐阜県公立入試 類似）

1. 屈折の法則 2. フックの法則 3. オームの法則 4. ボイル・シャルルの法則

問11 電流計を測定対象（電熱線など）に対して、電圧計のように「並列」に接続してはいけない理由として最も適切なものはどれですか。 （2018年

富山県公立入試 類似）

1. 電流計は内部の抵抗が非常に大き
いため、並列につなぐと回路全体の
電流が遮断されて流路がなくなるか
ら

2. 電流計を並列につなぐと、電熱線
に流れる電流がすべて電圧計の方へ
流れてしまい、測定値がゼロになる
から

3. 電流計は内部の抵抗が非常に小さ
いため、並列につなぐと過大な電流
が流れ、器具が破損する恐れがある
から

4. 電流計を並列につなぐと、回路全
体の電圧が急激に上昇し、電源装置
の保護回路が作動するから

問12 真空放電管（クルックス管）の端にある端子を陽極（プラス極）とし、管の内部に配置された十字形の金属板を陰極（マイナス極）として高電
圧をかけたとき、管の壁面にはどのような現象が観察されますか。 （2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 管の奥の壁面に、金属板の形をし
た影ができる

2. 金属板そのものが強く発光し、壁
面に影は投影されない

3. 管の奥の壁面全体が明るく光り、
影は全くできない

4. 金属板の影が通常よりもぼやけて
、形が判別できなくなる

問13 3.0Vの直流電源に対し、300Ωの抵抗器1と200Ωの抵抗器2がそれぞれ枝分かれして並列に接続されている回路があります。このとき、抵抗器1
を流れる電流の大きさと、抵抗器1の両端にかかる電圧の大きさを正しく測定するための計器のつなぎ方として適切な組み合わせを選びなさい。
（2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 抵抗器1に対して電流計を直列に
つなぎ、電圧計を並列につなぐ

2. 抵抗器1に対して電流計と電圧計
をどちらも直列につなぐ

3. 抵抗器1に対して電流計を並列に
つなぎ、電圧計を直列につなぐ

4. 抵抗器1に対して電流計と電圧計
をどちらも並列につなぐ
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

針は左側に振れる
誘導電流の流れる向きは、磁界の変化を妨げる向きに発生します。磁石の極を近づける操作と
遠ざける操作では、コイル内部の磁界の変化が逆になるため、発生する誘導電流の向きも逆に
なります。したがって、近づけたときに右に振れたのであれば、遠ざけるときは反対の左側に
振れます。

問2 答え 3
10Ωと5Ωの抵抗器を並列につなぐ

磁界中のコイルが受ける力は、流れる電流が大きくなるほど強くなる性質がある。オームの法
則により、電圧が一定の条件下で電流を最大にするには、回路全体の合成抵抗を最小にしなけ
ればならない。抵抗器を並列につなぐと、回路全体の合成抵抗は、接続したどの抵抗器の抵抗
値よりも小さくなる。したがって、用意された抵抗器の中で値が小さい10Ωと5Ωを選び、そ
れらを並列に接続することで回路全体の抵抗が最小となり、最大の電流が流れるため、磁界か
ら受ける力も最大となる。

問3 答え 3
ワット

LEDの明るさは、消費される電気エネルギーの大きさである電力に比例します。この電力の単
位記号はWと表記され、読み方はワットです。電圧（ボルト）や電流（アンペア）の値が大き
くなると、その積である電力も大きくなり、LEDはより明るく点灯します。

問4 答え 4
電流が1秒間にする仕事のことで、電圧（V）
と電流（A）を掛け合わせて算出する。

消費電力とは、電気器具が1秒間あたりに消費する電気エネルギーの量、すなわち電流が1秒間
にする仕事（電力）を指す。単位はワット（W）が用いられ、回路にかかる電圧と流れる電流
の積によって求めることができる。

問5 答え 4
電子

真空放電によってマイナス極（陰極）から飛び出してくる光の筋は「陰極線」と呼ばれます。
この陰極線の正体は、負の電荷を帯びた非常に小さな粒子の流れであり、これを電子と呼びま
す。

問6 答え 4
電熱線を直列につなぐと、電流の通り道が一
つになり合成抵抗が大きくなるため、電流が
流れにくくなり、発生する熱量が抑えられる
。

実験において温度上昇を小さくするには、回路全体で消費される電力を減らす必要があります
。二つの電熱線を直列つなぎにすると、電流が一本の道を順番に通らなければならなくなるた
め、回路全体の合成抵抗が増大します。これにより、回路を流れる電流の量が減り、単位時間
あたりに発生する熱量（電力）が減少するため、水の温度上昇を緩やかにすることができます
。並列つなぎにすると逆に合成抵抗が小さくなり、電流が増えて温度が上がりやすくなるため
、目的に適しません。

問7 答え 4
各器具には電源と同じ大きさの電圧が加わり
、全体の電流は各器具に流れる電流の合計と
なる。

電源タップに接続された電化製品はすべて並列回路としてつながっています。並列回路の性質
として、それぞれの道筋（各器具）にかかる電圧は電源の電圧と等しくなり、回路の全体を流
れる電流は、枝分かれして各器具に流れる電流の和に等しくなるという原則があります。した
がって、複数の器具を同時に使うほど、電源タップの根本を流れる電流の合計値は大きくなり
ます。

問8 答え 2
液晶テレビ、ホットプレート、ノートパソコ
ン

電力量（W・分）をそれぞれ計算すると、液晶テレビは 140W × 60分 =
8400W・分、ノートパソコンは 25W × 190分 = 4750W・分、ホットプレートは 1300W ×
5分 = 6500W・分となります。これらを比較すると、8400 > 6500 > 4750 となるため、
電力量が大きい順に液晶テレビ、ホットプレート、ノートパソコンの順になります。消費電力
の値が最も大きいのはホットプレートですが、使用時間が短いため、電力量では液晶テレビの
方が大きくなります。

問9 答え 4
9倍

電熱線から発生する熱量は、電流の大きさと流した時間のそれぞれに正比例します。時間が3
倍になると熱量は3倍になり、さらに電流が3倍になることで熱量はさらに3倍されるため、全
体としては 3 × 3 ＝ 9倍 の熱量が発生することになります。

問1
0

答え 3
オームの法則

導体を流れる電流が電圧に比例するという関係は、19世紀の物理学者オームによって発見され
たため、オームの法則と呼ばれています。電圧をV、電流をI、抵抗をRとすると、V=RIとい
う関係式で表されます。

問1
1

答え 3
電流計は内部の抵抗が非常に小さいため、並
列につなぐと過大な電流が流れ、器具が破損
する恐れがあるから

電流計は、回路の電流を妨げないように内部抵抗が極めて小さく設計されています。これを電
源に対して並列に接続してしまうと、抵抗の小さい電流計側にほとんどの電流が流れ込むショ
ート（短絡）に近い状態となり、非常に大きな電流によって電流計が焼き切れたり故障したり
する危険があるためです。

問1
2

答え 1
管の奥の壁面に、金属板の形をした影ができ
る

陰極から放出された電子（陰極線）には直進する性質があります。金属板を陰極、管の端にあ
る端子を陽極とした場合、放出された電子は陽極に向かって進みますが、その途中に配置され
た物体に遮られることで、その背後の壁面に影が投影されます。

問1
3

答え 1
抵抗器1に対して電流計を直列につなぎ、電
圧計を並列につなぐ

回路を流れる電流を測る際、電流計は電流の通り道が一本になるように測りたい部分に対して
「直列」に接続します。一方、電圧は2点間の電位の差を測るものであるため、電圧計は測り
たい部分をまたぐように「並列」に接続する必要があります。もし電流計を並列につないだり
、電圧計を直列につないだりすると、回路の状態が変わり正しく測定できないだけでなく、計
器の故障の原因にもなります。


